






要約:標準方式による母子感染予防を行い追加ワクチンを接種することなく長期(3 年以

上)の追跡が可能な 54 例を検討した。43 例(79.6%)が responder で 10 例(23.3%)が no 

responder であった。キャリア化した2例は no responder で 1 歳以内に HBs 抗原が陽転し

た。no responder にはキャリア化例のみならずHBc抗体再上昇例も多く、追加ワクチンが

必要である。responderは low responder であってもキャリア化はなく、HBc 抗体再上昇を

防ぐ HBs 抗体の minimal protective leve1 は決められず、追加ワクチンも必要ないと考え

られる。 


